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山
本

『
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
原
本
伝
来

考
」
に
関
す
る
質
疑

山
…
[

本

計

本
誌
3
の
6
号
、
石
川
銀
栄
子
氏
の
論
文
「

お
く
の
ほ
そ
道
原
本
の
伝
来
考
」
を
拝
読
し
て
、

そ
の
論
考
の
精
細
な
の
に
教
え
ら
れ
る
点
が
多

く
、
感
謝
に
堪
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
小
生
も
以
前
調
査
し
た
乙
と
も
あ
り
、
い

さ
さ
か
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
更
に
御
教
一
不

に
あ
ず
か
り
度
い
の
で
あ
る
。

石
川
氏
と
は
、
昨
夏
、
福
井
県
俳
句
作
家
協
会

創
立
委
員
会
の
席
上
に
て
、
お
自
に
掛
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
、
か
〉
る
質
問
は
、
私
信
を
以
っ
て

す
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
公
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
会
員
の
万
に
禅
益
す

る
点
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
愚
考
し
た
の
で
、
非

礼
を
省
み
ず
敢
え
て
本
誌
上
を
お
借
り
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
点
御
寛
恕
願
い
た
い
。
記
述
の
都

合
上
、
質
疑
箇
所
を
条
項
を
別
っ
て
記
す
る
こ
と

に
す
る
。

ヘ
出
雲
屋
と
い
ふ
旅
館
は
明

戸
治
の
中
頃
ま
で
唐
人
橋
に

富
士
屋
と
隣
り
合
つ
で
あ
っ
た
が
後
に
J

富
士
屋
に
変
り
、
辻
野
氏
と
な
る
。
」
」

『
出
雲
屋
弥
市
良

『
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
原
本
伝
来
考
』
に
関
す
る
質
疑

右
の
括
孤
内
の
註
は
、
何
に
拠
っ
て
書
か
〉
れ

た
の
か
、
原
拠
を
御
一
市
し
願
い
度
い
。

安
永
八
年
、
当
地
の
俳
人
平
井
波
丈
(
註
一
)

の
書
き
残
し
た
も
の
〉
中
に
「
翁
宿
被
致
候
者

唐
仁
橋
町
出
雲
屋
弥
市
郎
、
冨
士
屋
治
左
衛
、

両
家
相
も
ち
に
致
居
ら
れ
縁
家
な
り
、
後
に
い

つ
も
や
中
絶
し
て
、
今
の
ふ
し
屋
に
て
、
年
忌

等
も
被
勤
候
、
則
敷
賀
町
民
図
帳
に
て
考
条
得

者
、
今
の
ふ
し
屋
、
出
雲
屋
の
屋
敷
跡
な
り
、

間
口
広
く
て
、
二
軒
に
成
候
と
見
え
た
り
。
」

と
あ
る
。

出
雲
屋
は
、
安
永
八
年
以
前
既
に
絶
家
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
よ
り
、
七
年
の
後
、

天
明
六
年
、
富
士
屋
の
笠
杖
(
俳
号
)
が
、
蕉

翁
宿
句
張
を
調
整
し
た
。
そ
の
始
め
に
白
崎
琴

路
が
「
冨
士
屋
と
い
へ
る
も
の
》
も
と
を
旅
や

と
り
と
す
」
と
明
記
し
て
い
る
の
は
、
出
雲
屋

が
絶
え
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

猶
、
山
本
元
著
「
敦
賀
郷
土
史
談
」
(
三
六
四

頁
)
に
も
、
「
出
雲
屋
は
昔
に
絶
え
て
、
縁
家

の
冨
土
屋
が
其
跡
に
居
っ
た
。
」
と
あ
り
、
叉

三
六
八
頁
に
「
今
(
昭
和
十
年
)
の
冨
貴
区
の

新
長
問
屋
(
有
田
ド
ラ
ッ
グ
〕
の
宅
が
そ
れ
で

あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

吾
々
は
寡
聞
に
し
て
、
石
川
氏
の
註
の
如
く
、
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出
雲
屋
が
、
明
治
の
中
頃
ま
で
あ
っ
た
事
は
聞

い
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
く
断
言
さ
る
〉

に
は
、
外
に
確
た
る
根
拠
が
あ
っ
て
の
事
と
思

わ
れ
る
か
ら
、
御
教
示
願
い
た
い
。

二
、
『
芭
蕉
が
愛
用
し
た
と
い
ふ
竹
ツ
エ
や
「
月

い
づ
く
」
の
真
蹟
短
冊
な
ど
多
く
の
遺
品
と

共
に
伝
わ
る
「
百
蕉
翁
宿
句
帳
」
の
中
に
(
下

略
)
』

右
の
文
で
は
、
竹
杖
や
「
月
い
づ
く
」
の
真
蹟

短
冊
等
と
、
そ
の
他
、
多
く
の
遺
品
と
共
に
「

芭
蕉
翁
宿
句
帳
」
が
伝
わ
る
と
云
う
よ
う
に
、

解
釈
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
同
家
に
伝
わ
る
も

の
は
、
「
芭
蕉
宿
」
の
三
字
を
刻
さ
れ
て
あ
る

板
額
と
、
「
蕉
翁
宿
匂
帳
」
と
、
竹
杖
と
、
平
井

波
丈
の
蕉
翁
来
遊
の
記
事
一
巻
、
交
ぜ
張
り
の

小
田
仲
風
と
、
楳
亭
筆
の
翁
の
画
像
と
で
あ
る
。

「
月
い
づ
く
」
の
真
蹟
短
冊
は
無
い
の
で
あ

る
。
「
蕉
翁
宿
句
帳
」
の
中
に
「
月
い
づ
く
」

の
短
冊
が
貼
つ
で
あ
る
。

こ
の
短
冊
に
就
い
て
は
六
同
帳
の
中
に
、
平
井

波
丈
が
、
「
今
故
あ
り
て
、
た
ん
さ
く
わ
が
家

の
金
玉
と
す
(
中
略
)
っ
た
な
き
ふ
で
を
と
り

て
、
ふ
る
き
お
も
か
げ
を
模
写
し
、
翁
宿
笠
杖

主
が
、
つ
れ

A
¥を
な
ぐ
さ
む
る
事
し
か
り
」

と
、
明
ら
か
に
模
写
し
た
と
記
し
て
い
る
。

石
川
民
の
云
わ
れ
る
『
「
耳
い
づ
く
」
の
真
蹟

短
冊
』
は
、
如
伺
な
る
根
拠
に
よ
ら
れ
た
の

か
、
御
示
教
願
い
た
い
。

因
に
、
「
月
い
づ
く
」
の
短
冊
真
蹟
は
、
今
は

常
宮
神
社
宮
司
宮
本
弘
氏
が
秘
蔵
し
て
い
る
。

三
、
「
「
芭
蕉
翁
宿
句
帳
」
の
中
に
、
「
宝
暦
九
年

八
月
、
加
賀
山
中
の
俳
人
不
二
庵
ニ
柳
(
立
誠
一

三
月
二
十
八
}
が
琴
路
を
敦
賀
に
訪
れ
た
折
こ
の

日
夜
八
十
一
」

原
本
を
被
見
し
て
書
い
て
い
る
。
「
細
道
伝
来

記
」
に
よ
る
-
-
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
乙

れ
は
何
に
拠
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
の
文

章
に
よ
れ
ば
、
「
蕉
翁
宿
句
帳
」
の
中
に
、
三

因
坊
筆
の
「
細
道
伝
来
記
」
が
書
か
れ
て
い
る

如
く
、
受
け
取
れ
る
が
、
乙
れ
は
全
々
別
冊
で

あ
る
。
宝
暦
九
年
、
一
ニ
四
坊
の
記
し
た
「
細
道

伝
来
記
」
は
、
「
奥
の
細
道
」
の
原
本
と
共
に

西
村
家
に
珍
蔵
さ
れ

τい
る
が
、
或
い
は
、
別

の
「
蕉
翁
宿
句
帳
」
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
此
の
点
御
教
え
願
い
度
い
。

四
、
「
な
み
だ
し
く
や
遊
行
の
も
て
る
砂
の
露
」

の
芭
蕉
の
短
冊
に
就
い
て
、
疑
問
を
持
っ
て
居

ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
小
生
の
贈
呈
し
た
写
真
の

み
で
、
判
断
さ
れ
て
の
こ
と
か
、
或
い
は
、
現

物
を
見
ら
れ
て
の
こ
と
か
御
尋
ね
し
た
い
。

同
写
真
は
井
本
農
一
民
へ
も
贈
呈
し
た
が
、
同

民
よ
り
の
通
信
の
中
K
「
涙
し
く
の
短
冊
は
、

写
真
に
て
一
見
、
真
蹟
に
相
違
な
か
ら
ん
と
寄

じ
て
居
り
ま
す
。
」
と
云
っ
て
来
ら
れ
た
。

猶
、
昨
夏
、
井
本
氏
の
紹
介
で
、
聖
心
女
子
大

学
教
授
岡
田
利
兵
衛
氏
が
来
敦
さ
れ
、
芭
蕉
の

真
蹟
に
相
違
な
い
と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た
。
石

川
氏
の
云
う
如
く
、
穎
原
博
士
は
「
新
版
百
蕉

俳
句
集
L

K
、
真
蹟
と
認
め
て
居
ら
れ
る
に
拘

ら
ず
、
石
川
氏
は
、
「
事
に
は
万
一
と
い
ふ
乙

と
も
あ
り
、
殊
に
芭
蕉
に
関
す
る
手
蹟
に
偽
作

の
多
い
と
と
な
ど
か
ら
も
、
私
は
伝
来
記
な
る

も
の
に
疑
問
を
持
つ
と
共
に
、
百
蕉
真
蹟
と
い

ふ
短
冊
の
句
そ
の
も
の
に
も
一
応
疑
念
を
湧
か

さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
云
っ
て
居
ら
れ
る
が
、

か
く
云
い
き
る
に
は
、
余
程
の
自
信
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
思
う
が
、
そ
の
根
拠
を
御
示
し
願

い
度
い
。

猶
、
琴
路
の
伝
来
の
記
は

気
比
の
社
に
夜
参
の
発
端
の
吟
に
し
て
そ
の
後

月
清
し
と
」
再
案
有
書
(
け
)
る
と
そ
此
短
尺

は
そ
の
夜
認
置
た
ま
ひ
し
を
」
っ
た
へ
杯
た
つ

と
見
し
て
、
(
持
た
る
と
見
へ
て
)
い
と
尊
ふ

と
く
涙
し
く
や
の
五
文
字
」
遊
行
の
ひ
し
り
の

丹
誠
を
感
し
た
る
誠
に
祖
翁
の
」
風
情
凡
な
ら
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ぬ
を
察
す
へ
し
」

右
の
圏
点
の
箇
所
は
、
括
弧
内
の
如
く
に
読
む

の
が
正
し
い
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。

ζ

れ
も
御

教
一
示
願
い
た
い
。

五
、
註
一
一
、
琴
路
の
略
伝
は
、
小
生
の
調
査
を
引

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
小
著
「
西
村
家

秘
蔵
奥
の
細
道
の
原
本
に
就
い
て
」
中
に
は
、

「
琴
路
は
、
晩
年
入
道
し
て
道
也
宗
休
と
号
し

た
」
と
は
記
し
て
な
い
、
入
道
し
た
の
は
、
初

代
庄
次
郎
で
あ
っ
て
、
琴
路
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
文
献
を
引
用
さ
れ
る
の
は
結
構
で
あ
る

が
、
読
み
間
違
え
て
、
引
用
さ
れ
る
の
は
甚
だ

迷
惑
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
他

κ琴
路
が
晩
年
入

道
し
て
道
也
宗
休
と
号
し
た
、
証
左
が
あ
る
な

ら
ば
、
御
示
教
願
い
度
い
。

六
、
蕉
翁
宿
句
帳
の
琴
路
の
文
中
、
「
月
清
し
の

吟
、
筆
跡
今
百
練
舎
に
蔵
す
」
の
百
練
舎
が
、

註
四
に
あ
る
如
く
、
武
生
美
濃
派
第
四
世
、
五

中
(
貴
士
山
七
郎
右
衛
門
)
で
あ
る
こ
と
の
確
た

る
証
左
を
御
示
し
願
い
た
い
。
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